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名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
名
古
屋
城
整
備
な
ど
の
事
業
に
資
す
る
た

め
、
名
古
屋
城
や
尾
張
藩
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
調
査
・
研
究
し
て
き
た
。
な
か
で

も
『
御
小
納
戸
日
記（

（
（

』
は
、『
金
城
温
古
録（

（
（

』
と
並
ぶ
尾
張
藩
・
名
古
屋
城
の
基
本

史
料
の
一
つ
と
い
え
る
。
筆
者
は
『
御
小
納
戸
日
記
』
の
調
査
中
、
御
小
納
戸
役
所

支
配
の
奥
陸
尺
・
奥
坊
主
・
奥
医
師
・
御
風
呂
屋
之
者
・
御
露
地
之
者
・
御
庭
御
掃

除
之
者
な
ど
下
級
藩
士
の
旅
行
に
関
す
る
記
事
が
多
数
出
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
こ
こ
で
は
こ
の
史
料
を
中
心
に
下
級
藩
士
の
旅
行
事
情
に
つ
い
て
判
明
し
た
こ

と
を
紹
介
し
た
い
。
旅
行
の
目
的
に
よ
り
大
き
く
公
用
と
私
用
に
分
け
、
さ
ら
に
細

か
く
分
類
し
て
論
述
す
る
。
た
だ
し
江
戸
時
代
後
期
文
化
～
天
保
年
間
（
一
八
〇
四

～
四
四
）
の
期
間
し
か
調
査
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

1 

公
的
な
旅
行

　

武
士
の
旅
行
は
基
本
的
に
公
用
で
、
私
的
な
旅
行
は
目
的
が
制
限
さ
れ
、
な
お
か

つ
上
司
の
承
認
が
必
要
だ
っ
た
。
公
的
な
旅
行
の
代
表
は
参
勤
交
代
に
随
行
す
る
も

の
で
、
日
程
・
宿
泊
先
な
ど
い
っ
さ
い
自
由
が
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
自
由
な
要
素

が
あ
る
の
は
、
参
勤
交
代
以
外
で
尾
張
と
江
戸
を
行
き
来
す
る
旅
で
あ
る
。
御
小
納

戸
役
所
は
江
戸
に
も
あ
る
の
で
、
支
配
の
藩
士
は
尾
張
と
江
戸
で
か
な
り
頻
繁
に
異

動
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

一�

、
御
小
性
大
橋
浅
太
郎
儀
今
暁
爰
許
発
足
、
仍
願
東
海
道
九
日
振
旅
行
、
江
戸

表
ヱ
罷
下
候
旨
御
小
納
戸
よ
り
相
達
候
付
、
江
戸
同
役
迄
為
知
申
遣
候（

（
（

　

こ
の
よ
う
に
尾
張
・
江
戸
間
は
だ
い
た
い
九
日
間
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
史
料

は
江
戸
に
出
発
す
る
と
い
う
報
告
書
で
、
実
際
に
は
多
少
余
分
に
か
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
大
井
川
な
ど
の
川
止
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
木
曽

路
（
中
山
道
）
を
使
う
こ
と
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
上
司
に
届
け
出
て
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
詰
陸
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
御
風
呂
屋
之
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人

右
者
明
後
廿
九
日
発
足
、
江
戸
表
江
罷
下
候
処
、
出
水
之
程
も
難
斗
御
座
候
付
、

木
曽
路
旅
行
仕
度
、
且
面
々
痛
所
御
座
候
付
、
道
中
十
日
振
旅
行
仕
度
旁
奉
願
候

間
、
願
之
通
相
済
候
様
仕
度
御
達
申
候

　
　
　

二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
庭
頭（

（
（
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木
曽
路
経
由
で
尾
張
・
江
戸
間
は
、
だ
い
た
い
十
日
間
で
あ
っ
た
。

　

藩
士
が
尾
張
を
出
発
す
る
と
、
そ
の
旨
江
戸
に
報
告
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
尾
張
と

江
戸
と
を
定
期
的
に
往
復
す
る
飛
脚
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
江
戸
に
着
く

と
そ
の
旨
江
戸
藩
邸
か
ら
尾
張
に
報
告
が
あ
っ
た
。
川
止
め
な
ど
の
正
当
な
理
由
が

な
く
、
到
着
が
遅
れ
る
の
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
か
ら

尾
張
に
赴
く
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

藩
士
の
範
囲
を
御
小
納
戸
役
所
支
配
の
下
級
藩
士
か
ら
全
尾
張
藩
士
に
広
げ
る

と
、
役
職
に
よ
り
尾
張
・
江
戸
間
以
外
の
公
的
旅
行
が
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。
ま
ず
尾

張
藩
邸
が
あ
っ
た
の
は
江
戸
だ
け
で
な
く
京
都
・
大
坂
・
伏
見
に
も
あ
り
、
そ
の
往

復
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
の
代
官
・
奉
行
が
赴
任
し
た
り
、
管
轄
地
内
を
巡

見
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
深
津
家
の
上
松
材
木
奉
行
赴
任
・
木
曽
巡
見
の
記
録（

（
（

や
、

御
畳
奉
行
朝
日
文
左
衛
門
の
日
記
『
鸚
鵡
籠
中
記（

（
（

』
に
は
、
畳
購
入
の
た
め
京
都
に

出
張
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
こ
に
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
を
列
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
薬
園
奉
行
が
木
曽
に
薬
草
採
集
に
出
か
け
た
史
料
の
み
を
紹
介
す
る
。

・
三
村
森
軒
『
薬
草
見
分
信
州
木
曽
山
道
中
記
』
元
文
五
年　

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

　

�

種
田
祐
司
「
資
料
紹
介
「
薬
草
見
分
信
州
木
曽
山
道
中
記
」」（『
名
古
屋
市
博
物

館
研
究
紀
要
』
第
一
三
巻　

一
九
九
〇
年
）
に
翻
刻
・
解
説
あ
り
。

・�

水
谷
豊
文『
木
曽
採
薬
記
』文
化
七
年　

個
人
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』第
一
三
巻（
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
刊　

一
九
六
三
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

・�

吉
田
高
憲
『
木
曽
道
中
日
記
』
天
保
十
一
年　

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

・�

大
窪
昌
章
『
濃
州
信
州
採
薬
記
』
天
保
七
年　
『
随
筆
百
花
園
』
第
四
巻
（
森
洗

三
編　

中
央
公
論
社
刊　

一
九
八
一
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

2 

私
的
な
旅
行
　
寺
社
参
詣

　

そ
も
そ
も
尾
張
藩
士
は
私
的
な
旅
行
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先

に
い
え
ば
、
お
も
に
寺
社
参
詣
、
湯
治
、
家
族
の
看
病
の
三
つ
の
理
由
で
私
的
な
旅

行
が
許
可
さ
れ
た
。

（
1
） 

身
延
山

　

身
延
山
は
甲
斐
国
南
部
に
あ
る
日
蓮
宗
の
本
山
の
一
つ
で
、
江
戸
時
代
に
は
日
蓮

宗
の
信
徒
の
み
な
ら
ず
多
く
の
参
拝
者
を
集
め
て
い
た
。

一�

、
奥
坊
主
組
頭
野
田
閑
弥
・
松
永
玄
以
義
立
帰
御
供
ニ
而
罷
下
候
処
、
去
ル

十
三
日
江
戸
表
発
足
、
兼
而
願
済
之
通
身
延
山
ヱ
致
参
詣
、
昨
夕
致
上
着
候
付

如
例
夫
々
江
申
達
候
、
委
細
達
留
ニ
記
ス（

（
（

　

身
延
山
は
東
海
道
吉
原
宿
・
蒲
原
宿
と
甲
州
道
中（

（
（

の
甲
府
宿
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
す
る
が
、
身
延
山
参
詣
の
た
め
中
山
道
・
甲
州
道
中
を
利
用
し
た
例
は
ひ
と
つ
も

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
尾
張
藩
は
藩
士
が
「
木
曽
路
（
中
山
道
）」
を
通
っ
て
参
詣
・

帰
国
す
る
際
、
次
の
よ
う
に
身
延
参
詣
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

御
側
物
頭
御
小
納
戸
頭
取
兼
長
屋
惣
十
郎
家
来
中
村
市
左
衛
門
、
江
戸
表
ヱ
呼
下

候
付
人
馬
継
立
帳
調
印
之
儀
、
御
目
付
役
所
ヱ
被
申
達
、
右
市
右
衛
門
甲
州
身
延

山
ヱ
立
寄
参
詣
之
儀
を
も
被
申
達
添
候
処
、
右
は
木
曽
路
被
下
候
輩
、
身
延
山
立

寄
参
詣
之
儀
相
願
間
敷
旨
兼
而
御
触
之
趣
有
之
候
処
、
今
般
如
何
様
之
訳
ニ
而
前

顕
之
通
被
申
達
候
哉
、委
敷
書
付
を
以
可
有
候
申
達
旨
御
申
聞
候
趣
及
吟
味
候
処
、

右
御
触
之
趣
全
心
附
不
申
、
調
印
之
儀
其
筋
ヱ
申
達
候
処
、
調
印
も
相
済
候
事
に

付
、
其
侭
発
足
為
致
候
儀
ニ
有
之
（
略
、
右
側
の
線
は
筆
者
）
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五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取（

（
（

　

こ
れ
は
身
延
山
参
詣
自
体
を
禁
止
し
た
の
で
は
な
く
、
身
延
山
に
参
詣
し
た
け
れ

ば
木
曽
路
で
は
な
く
東
海
道
を
通
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
2
） 

秋
葉
山

　

尾
張
・
江
戸
の
移
動
に
東
海
道
を
使
っ
た
場
合
、
身
延
山
以
上
に
人
気
の
参
詣
地

と
し
て
遠
江
国
の
秋
葉
山
が
あ
げ
ら
れ
る
。
秋
葉
山
は
火
除
け
の
神
と
し
て
、
尾
張

地
方
で
も
信
仰
が
厚
か
っ
た
。
江
戸
方
面
か
ら
秋
葉
山
に
向
か
う
に
は
、
東
海
道
掛

川
宿
ま
た
は
袋
井
宿
で
分
か
れ
山
中
を
北
上
す
る
。
帰
り
は
天
竜
川
沿
い
に
浜
松
宿

に
下
る
か
、
御
油
宿
に
出
た（
（1
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
目
見
得
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
詰
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
喜
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
詰
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
岩
蔵

右
者
願
済
ニ
而
相
州
鶴
岡
八
幡
宮
・
江
之
島
弁
財
天
并
遠
州
秋
葉
江
立
寄
参
詣
、

右
ニ
付
御
定
日
数
之
外
四
日
之
御
暇
相
済
去
ル
廿
三
日
江
戸
発
足
、
東
海
道
旅
行

罷
登
候
旨（
（1
（

　

秋
葉
山
に
鶴
岡
八
幡
宮
・
江
之
島
を
加
え
、「
御
定
日
数
」
以
外
に
四
日
必
要
と

し
て
い
る
。
秋
葉
山
は
尾
張
か
ら
比
較
的
近
い
の
で
、
江
戸
・
尾
張
間
の
移
動
と
は

無
関
係
に
、
単
独
で
参
詣
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

（
3
） 

善
光
寺

　

身
延
山
・
秋
葉
山
が
東
海
道
沿
い
の
参
詣
地
で
あ
る
の
に
対
し
、
信
濃
国
善
光
寺

は
中
山
道
の
派
生
ル
ー
ト
上
の
参
詣
地
で
あ
る
。
善
光
寺
は
古
来
か
ら
武
家
や
庶
民

の
信
仰
が
厚
く
、
江
戸
時
代
全
国
の
寺
社
中
、
伊
勢
神
宮
に
次
ぎ
第
二
位
の
参
詣
者

数
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
る（
（1
（

。
江
戸
方
面
か
ら
は
中
山
道
追
分
宿
で
北
国
街
道
に
入
り

善
光
寺
を
目
指
し
、
帰
り
は
中
山
道
の
洗
馬
宿
に
合
流
す
る
ル
ー
ト
が
一
般
的
で
あ

る
。一　

�

奥
坊
主
組
頭
山
田
寿
悦
儀
立
帰
御
供
ニ
而
罷
下
候
処
、
去
ル
十
四
日
発
足
、

兼
而
願
済
之
通
信
州
善
光
寺
江
立
寄
致
参
詣
、
昨
夕
致
上
着
候
付
如
例
夫
々

取
計
ハ
セ
候（
（1
（

（
4
） 

伊
勢
神
宮

　

伊
勢
神
宮
は
日
本
人
の
惣
氏
神
と
し
て
天
皇
家
を
始
め
庶
民
に
至
る
ま
で
、
古
代

か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
寺
社
の
う
ち
、
参
詣
者
数
日
本
一
を
誇
っ

て
い
た
が
、
と
く
に
御
蔭
参
り
が
流
行
し
た
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）・
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）・
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）・
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
、
え
え
じ
ゃ

な
い
か
流
行
と
重
な
る
）
は
、
非
常
に
多
く
の
庶
民
が
伊
勢
参
詣
を
お
こ
な
っ
た
。

武
士
の
場
合
は
、
庶
民
と
違
い
自
由
に
旅
行
で
き
な
い
が
、
文
政
十
三
年
以
後
伊
勢

参
詣
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
陸
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
冨
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
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小
原
瀬
兵
衛

右
ハ
勢
州
参　

宮
御
暇
相
済
之
上
、
明
十
六
日
日
爰
許
発
足
可
仕
候
処
、
何
れ
も

通
所
御
座
候
付
、
里
数
多
旅
行
仕
候
儀
難
渋
ニ
御
座
候
間
、
往
来
日
数
七
日
振
旅

行
仕
度
候
間
、
願
之
通
相
済
候
様
仕
度
御
奉
申
上
候

　

二
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
庭
預（
（1
（

　

尾
張
か
ら
伊
勢
神
宮
は
比
較
的
近
い
が
、江
戸
参
府
の
ル
ー
ト
と
は
外
れ
る
。よ
っ

て
伊
勢
参
詣
の
み
を
理
由
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
多
く
が
許
可
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
日
数
は
七
日
間
ほ
ど（
（1
（

で
あ
る
。

（
5
）
菩
提
寺

　

次
の
例
は
や
や
特
殊
で
、
出
典
も
『
御
小
納
戸
日
記
』
で
は
な
い
。
旅
行
者
も
中

級
尾
張
藩
士
の
深
津
理
兵
衛
で
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
菩
提
所
の
三
河
国
碧

海
郡
渡
刈
村
大
通
院
に
参
詣
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
尾
張
藩
士
の
菩
提
寺
は
名
古

屋
周
辺
に
あ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
お
そ
ら
く
理
兵
衛
は
戦
国
時
代
ま
で
由
緒
を

遡
っ
て
、
大
通
院
が
先
祖
の
菩
提
寺
で
あ
る
こ
と
を
調
べ
、
先
祖
の
供
養
を
し
た
い

と
願
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

私
儀
先
祖
之
菩
提
所
三
州
碧
海
郡
渡
刈
村
大
通
院
江
参
詣
仕
度
、
往
来
共
三
日
之

御
暇
被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
候
、
以
上

　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
細
工
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
津
理
兵
衛（
（1
（

　

ま
ず
こ
の
申
請
が
上
司
（
城
代
・
御
側
用
人
か
）
に
出
さ
れ
許
可
が
お
り
た
。
次

に
大
通
院
に
出
発
す
る
前
日
に
出
発
の
報
告
を
し
、
帰
宅
の
翌
日
そ
の
旨
報
告
し
て

い
る
。
な
お
日
程
を
三
日
と
し
て
い
る
が
、
名
古
屋
・
大
通
院
間
は
約
三
二
㎞
な
の

で
初
日
の
早
朝
名
古
屋
を
発
ち
、
大
通
院
か
そ
の
周
辺
に
宿
泊
し
、
二
日
目
に
大
通

院
で
先
祖
の
供
養
を
行
い
、
三
日
目
の
早
朝
帰
路
に
着
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3 

私
的
な
旅
行
　
湯
治

（
1
） 

榊
原
温
泉

　

藩
士
の
旅
行
の
目
的
で
寺
社
参
詣
に
次
い
で
多
か
っ
た
の
が
、
温
泉
で
の
湯
治
で

あ
る
。『
御
小
納
戸
日
記
』
に
は
、
飛
騨
国
下
呂
・
摂
津
国
有
馬
・
但
馬
国
城
崎
な

ど
の
温
泉
名
も
散
見
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
記
事
は
伊
勢
国
榊
原
温
泉（
（1
（

で
あ
っ
た
。

名
古
屋
か
ら
一
番
近
い
温
泉
で
も
あ
る
。

一　

�

左
之
願
書
役
懸
を
以
指
出
候
付
、
御
側
御
用
人
方
江
差
出
候
私
儀
持
病
ニ
疝

積
御
座
候
付
、
薬
服
用
追
々
養
生
仕
候
得
共
、
兎
角
不
相
勝
難
渋
仕
候
、
就

夫
勢
州
榊
原
温
泉
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
奥
御
医
師
勝
田
三
香
・
町
医
師
辻

林
幸
庵
申
聞
、
於
私
も
同
様
奉
存
候
間
、
何
卒
往
来
日
数
之
外
二
廻
り
之
御

暇
被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
坊
主

　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
伴
寿（
（1
（

こ
の
申
請
書
の
記
載
事
項
は
次
の
と
お
り
。

　

① 

病
気
治
療
の
た
め
薬
を
飲
み
続
け
て
い
る
が
、
よ
く
な
ら
な
い
。

　

② 
医
師
が
湯
治
を
勧
め
、
自
分
も
同
意
見
で
あ
る
。

　

③ 
何
廻
り（
（1
（

か
の
回
数
を
示
し
、
往
復
日
数
を
加
え
た
暇
の
許
可
を
願
う
。



20

（
2
）
知
多
郡
大
野

　
『
御
小
納
戸
日
記
』
に
よ
る
と
、
榊
原
温
泉
と
同
じ
く
ら
い
治
療
に
使
わ
れ
た
の

が
知
多
郡
大
野
の
潮
湯
治
で
あ
る
。
大
野
は
伊
勢
湾
岸
の
北
部
に
あ
り
名
古
屋
か
ら

近
く
、
年
寄
の
成
瀬
家
当
主
も
江
戸
時
代
初
め
か
ら
大
野
で
潮
湯
治
を
お
こ
な
っ
て

い
た（
（2
（

。
私
儀
持
病
積
気
御
座
候
付
、
薬
服
用
追
々
養
生
仕
候
得
共
、
兎
角
不
相
勝
迷
惑
仕

候
、
就
夫
知
多
郡
大
野
村
潮
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
町
医
師
岩
井
枡
貞
申
聞
候
、

於
私
も
同
様
奉
存
候
間
、
何
卒
往
来
日
数
之
外
三
廻
り
之
御
晦
被
下
置
候
様
仕
度

奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
坊
主
組
頭

　
　
　
　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
玄
以（
（1
（

　

こ
の
申
請
の
記
載
事
項
は
、「
榊
原
温
泉
」
で
示
し
た
①
～
③
の
要
素
す
べ
て
を

含
ん
で
い
る
。

　

な
お
松
永
玄
以
が
大
野
の
潮
湯
の
許
可
を
求
め
た
際
、
御
小
納
戸
役
所
で
は
湯
治

の
近
例
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。そ
し
て
次
の
よ
う
に
明
和
八
年（
一
七
八
八
）、三

浦
常
八
な
る
者
が
飛
騨
国
下
呂
温
泉
に
湯
治
に
行
っ
た
記
録
を
見
つ
け
、
許
可
を
与

え
て
い
る
。

一　

左
之
通
願
書
役
懸
り
を
以
差
出
候
付
、
先
例
及
吟
味
候
処
近
例
不
相
見
、
明

和
八
卯
年
三
浦
泉
悦
伜
同
姓
常
八
「
御
（
割
注
）小
納
戸
詰
見
習
」
飛
州
下
呂
江
相
越
候
例

ニ
唯
願
之
趣
承
届
候
、
尤
御
側
御
用
人
方
ヱ
ハ
為
承
知
咄
置
候

私
伜
同
姓
玄
弥
儀
持
病
積
気
御
座
候
付
、
薬
服
用
為
仕
追
々
養
生
仕
候
得
共
兎
角

不
相
勝
難
渋
仕
候
、
付
而
ハ
知
多
郡
大
野
村
潮
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
町
医
師
岩

井
升
貞
申
聞
候
、
於
私
茂
同
様
奉
存
候
間
、
何
卒
往
来
日
数
之
外
三
廻
り
之
御
暇

被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
坊
主
組
頭

　
　

六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
玄
以（
（2
（

4 

私
的
な
旅
行
　
家
族
の
看
病

　

御
小
納
戸
役
所
支
配
の
下
級
藩
士
に
限
ら
ず
、
藩
士
は
江
戸
詰
に
な
る
と
原
則
と

し
て
家
族
を
名
古
屋
に
残
し
単
身
赴
任
と
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、家
族
（
と
く
に
親
）

が
病
気
に
な
っ
て
も
看
病
で
き
な
い
の
で
、
次
の
よ
う
に
暇
を
も
ら
っ
て
尾
張
に
帰

国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
詰
奥
陸
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛

右
者
親
看
病
御
暇
奉
願
、
去
ル
八
日
江
戸
発
足
、
東
海
道
罷
登
候
処
、
昨
夜
上

着
仕
候
、
仍
之
御
達
申
上
候

　
　

二
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
庭
預（
（2
（

5 

女
性
の
関
所
手
形

　

東
海
道
や
中
山
道
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
切
（
新
居
）・
箱
根
の
関
所
、
福
島
・
碓

氷
関
所
が
あ
り
、
庶
民
が
通
行
す
る
に
は
原
則
関
所
手
形
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
女
性
を
除
き
、
道
中
手
形
で
代
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。「
御
小
納
戸
日
記
」
中
、
藩
士
が
尾
張
・
江
戸
を
行
き
来
す
る
際
、
関
所
手

形
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
記
事
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
関
所
手
形
の
記
事
が
あ
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る
の
は
、
藩
士
の
女
性
の
家
族
・
奉
公
人
が
旅
行
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る（
（2
（

。
文
政
十

年
（
一
八
二
七
）
三
月
、
奥
坊
主
の
鳥
居
分
弥
が
江
戸
詰
と
な
り
、
本
人
・
妻
・
養

子
・
娘
・
下
女
二
名
の
計
六
名
で
江
戸
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
女
性
四
名

に
つ
い
て
今
切
の
関
所
手
形
を
申
請
し
た
。

女
上
下
四
人
内
鉄
漿
不
附
小
女
弐
人
、
乗
物
壱
挺
従
当
御
地
江
戸
江
罷
下
候
間
、

今
切
御
関
所
無
相
違
罷
通
候
様
御
手
形
申
請
候
、
右
は
奥
御
同
朋
格
・
奥
坊
主
組

頭
・
御
用
部
屋
懸
鳥
居
分
弥
、
妻
・
同
人
養
子
同
姓
専
弥
・
娘
并
小
女
共
に
而
、

今
度
江
戸
江
引
越
申
候
、
以
来
此
女
共
ニ
付
出
入
之
儀
御
座
候
ハ
ヽ
、
私
江
可
被

仰
聞
候
、
為
後
日
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　

文
政
十
丁
亥
年
三
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

梶
五
郎
三
郎
㊞
書
判

　
　
　
　
　

高
橋
司
書
殿

　
　
　
　
　

広
瀬
七
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　

佐
藤
源
左
衛
門
殿

（
欄
外
）

「
料
紙
美
濃
紙
半
切
」

　
　

覚　
　

 

女
手
形　

梶
五
郎
三
郎 

一　

女
上
下
四
人

　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居
分
弥
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
壱
人

　
　
　
　
　
　

右
は
面
体
ニ
疱
瘡
之
跡
御
座
候

一　

右
耳
之
脇
腫
物
跡
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
養
子
専
弥
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
女
壱
人

　
　

右
は
鉄
漿
不
附
白
歯
ニ
而
振
袖
着
用
罷
在
申
候

一　

面
体
贅
三
ツ
御
座
候

一　

前
髪
之
先
切
居
様
ヱ
届
申
候

一　

前
髪
之
内
刺
居
申
候

一　

髪
之
内
中
刺
御
座
候

（
下
女
略
）

一　

乗
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

　
　
　

但
引
戸
蓙
色
ニ
御
座
候

一　

打
揚
駕
籠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
挺

一　

三
月
廿
九
日
爰
許
発
足
罷
下
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
側
物
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取
兼

　

三
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
五
郎
三
郎（
（2
（

　

武
士
の
家
族
と
い
え
ど
も
女
性
は
、
庶
民
と
同
じ
く
疱
瘡
・
腫
物
跡
な
ど
に
つ
い

て
厳
し
い
改
め
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
注
意
書
が
出
さ
れ
た
。

一　

�

於
道
中
乍
勿
論
猥
成
儀
一
切
無
之
、
口
論
等
不
致
穏
和
ニ
附
添
、
旅
行
セ
し

め
候
様
精
々
可
有
御
申
渡
候
、
尤
右
雲
平
義
御
目
付
方
お
ゐ
て
誓
詞
有
之
筈

候
間
、
呼
出
之
儀
可
相
達
候

（
欄
外
）

「
本
文
之
誓
詞
之
義
申
達
候
趣
も
有
之
候
間
、
追
而
解
申
談
有
之
候
」
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一　
�

道
中
往
来
繁
キ
所
ニ
而
は
万
事
心
を
附
片
寄
通
候
様
相
心
得
、
宿
々
に
お
ゐ

て
も
強
気
威
勝
成
儀
無
之
様
可
有
御
申
渡
候

一　

�
泊
り
宿
之
儀
〆
り
宜
敷
、
若
出
火
之
節
退
キ
場
模
通
能
、
家
居
見
計
泊
り
候

様
可
致
申
含
候

一　

�

右
下
女
若
相
煩
候
ハ
ヽ
其
所
之
医
師
相
願
療
治
為
致
、
旅
行
難
成
病
躰
ニ
候

ハ
ヽ
令
逗
留
、少
に
て
も
快
候
ハ
ヽ
早
速
可
令
旅
行
候
、万
一
致
病
死
候
ハ
ヽ

其
所
ニ
而
取
置
、
早
速
罷
登
候
様
可
有
御
申
渡
候

　
　
　
　

�

但
両
関
所
を
も
越
候
上
病
死
等
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
江
戸
表
ヱ
罷
下
右
之

趣
御
広
敷
御
用
人
ヱ
相
達
、
発
足
方
之
義
も
相
伺
候
上
罷
登
候
様
、
是

亦
可
有
御
申
渡
候

　
　
　
　
（
略
）

　

七
月
十
六
日（
（2
（

　

一
般
的
な
旅
行
中
の
注
意
に
加
え
、
下
女
が
病
気
に
な
っ
た
際
の
処
置
に
つ
い
て

指
示
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
所
の
医
師
に
治
療
を
依
頼
し
、
治
癒
次
第
江
戸

に
向
か
わ
せ
る
こ
と
、
万
一
死
亡
し
た
場
合
遺
体
を
処
置
し
、
江
戸
の
御
広
敷
御
用

人
に
届
け
る
こ
と
、
と
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
記
事
は
今
切
関
所
手
形
申
請
の
記
事
で
あ
る
が
、
東
海
道
を
尾
張
か

ら
江
戸
に
向
か
う
場
合
、
箱
根
関
所
も
通
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
ち
ら
の
関
所
手
形
は

ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
御
小
納
戸
日
記
』
中
で
、
女
性
の
関
所
手
形
に
関
す

る
記
事
は
十
例
以
上
あ
っ
た
が
、
約
半
分
が
東
海
道
通
行
で
今
切
関
所
の
み
、
残
り

は
中
山
道
で
福
島
関
所
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
箱
根
・
碓
氷
の
両
関
所
の
手
形
に

つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
今
切
・
福
島
の
関
所
に
お

い
て
、
次
の
箱
根
・
碓
氷
関
所
の
手
形
を
発
給
す
る
か
、
あ
る
い
は
通
過
し
た
こ
と

を
手
形
に
裏
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
検
討
し
た
い
。

　

次
に
時
代
を
百
数
十
年
遡
っ
た
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）、
沢
井
三
左
衛
門
の
同

心
服
部
四
郎
右
衛
門
の
娘
と
女
中
二
名
が
江
戸
に
赴
く
際
の
関
所
手
形
に
関
す
る
史

料
を
紹
介
す
る
。
や
は
り
今
切
関
所
の
手
形
の
こ
と
し
か
で
て
こ
な
い
。

服
部
四
郎
右
衛
門
・
娘
・
召
仕
之
女
、
以
上
三
人
之
内
小
女
壱
人
・
乗
物
壱
丁
、

尾
州
よ
り
江
戸
へ
指
下
申
候
ニ
付
、
今
切
関
所
御
手
形
申
請
罷
下
候
、
右
之
女
ニ

付
以
来
申
分
御
座
候
ハ
ヽ
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
判

　
　
　

寛
文
七
年
未
閏
二
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

玉
置
五
郎
右
衛
門
書
判

　
　
　
　

成
瀬
豊
前
守
殿

　
　
　
　

寺
尾
土
佐
殿

　
　
　
　

成
瀬
主
計
殿（
（2
（

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
尾
張
藩
下
級
藩
士
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
旅
行
事
例
を
論
じ
た

が
、
表
面
的
な
紹
介
に
終
始
し
た
感
が
強
い
。
今
後
の
課
題
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
、

本
稿
を
終
え
る
。

一
、
上
級
藩
士
と
下
級
藩
士
と
で
手
続
き
、
許
可
条
件
等
の
違
い
は
あ
る
か
。

二�
、
身
延
山
・
秋
葉
山
・
善
光
寺
・
伊
勢
神
宮
以
外
、
た
と
え
ば
京
都
・
奈
良
の
寺

社
参
詣
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

三
、
他
藩
の
藩
士
も
同
様
に
私
的
な
旅
行
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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註（
1
）�

徳
川
宗
勝
が
八
代
尾
張
藩
主
に
な
っ
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
か
ら
始
ま
り
、
ほ
ぼ
毎
年
分
が
揃
う
。

こ
の
う
ち
、
藩
主
が
尾
張
に
在
国
中
に
記
録
さ
れ
た
も
の
は
『
尾
州
御
小
納
戸
日
記
』、
江
戸
参
府
中
に

名
古
屋
で
記
録
さ
れ
た
の
が
『
尾
州
御
留
守
日
記
』、
江
戸
参
府
中
に
江
戸
の
御
小
納
戸
役
所
で
記
録
さ

れ
た
の
が
『
江
戸
御
留
守
日
記
』
と
い
う
。
原
本
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
。

（
2
）�

奥
村
得
義
編
。『
名
古
屋
叢
書
続
編
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
刊
）
所
収

（
3
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

54

─

2
）
文
化
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
条

（
4
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

52

─

1
）
文
化
九
年
五
月
二
十
七
日
条

（
5
）�

名
古
屋
市
博
物
館
蔵
深
津
家
資
料
Ⅰ

─

一
二
五
。『
新
修
名
古
屋
市
史
』
資
料
編
近
世
2
所
収

（
6
）�（
2
）
に
同
じ
。

（
7
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

65

─

2
）
文
政
十
三
年
五
月
七
日
条

（
8
）�

身
延
山
を
経
由
し
な
い
場
合
で
も
江
戸
・
尾
張
間
に
甲
州
道
中
を
利
用
し
た
例
は
な
い
。

（
9
）�（
7
）
に
同
じ

（
10
）�

御
油
宿
に
出
る
コ
ー
ス
は
途
中
鳳
来
寺
が
あ
り
、東
国
の
庶
民
が
伊
勢
参
詣
に
向
か
う
際
、秋
葉
山
と
セ
ッ

ト
で
参
詣
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
『
御
小
納
戸
日
記
』
に
は
、
秋
葉
山
に
参
詣
す
る
藩
士
が
鳳
来

寺
に
も
参
詣
し
た
と
い
う
記
事
は
な
か
っ
た
。

（
11
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

62

─
2
）
文
政
八
年
三
月
晦
日
条

（
12
）�

名
古
屋
か
ら
大
曽
根
・
勝
川
・
内
津
・
土
岐
を
経
て
中
山
道
に
合
流
す
る
下
街
道
は
善
光
寺
街
道
と
も

い
わ
れ
、
尾
張
地
方
の
庶
民
の
善
光
寺
参
詣
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
尾
張
藩
士
が
公
用
で
中
山

道
を
通
る
場
合
は
上
街
道
（
木
曽
街
道
）
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
13
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

54

─

1
）
文
化
十
三
年
三
月
二
十
五
日
条

（
14
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

69

─

1
）
天
保
五
年
二
月
十
五
日
条

（
15
）�

名
古
屋
城
下
か
ら
伊
勢
神
宮
（
内
宮
）
ま
で
は
一
一
五
㎞
ほ
ど
な
の
で
、
片
道
三
日
は
必
要
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

（
16
）�（
5
）
に
同
じ
。

（
17
）�

女
性
の
関
所
手
形
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
が
詳
し
い
。	

�

朝
倉
有
子
「
近
世
に
お
け
る
女
手
形
の
発
行
と
高
田
藩
─
関
川
関
所
を
中
心
に
─
」（『
上
越
教
育
大
学

研
究
紀
要
』
第
二
三
巻
第
一
号　

二
〇
〇
三
年
刊
）
所
収

（
18
）�

こ
の
温
泉
は
、「
枕
草
子
」
に
「
湯
は
な
な
く
り
の
湯
、
有
馬
の
湯
、
玉
造
の
湯
」
と
あ
り
、
こ
の
「
な

な
く
り
の
湯
」
が
榊
原
温
泉
と
さ
れ
、「
三
名
泉
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
湯
治
に
関
す
る
研

究
は
多
い
が
、
一
つ
あ
げ
る
。	

�

内
田
彩
「
温
泉
情
報
の
流
通
か
ら
み
る
江
戸
後
期
の
「
湯
治
」
の
変
容
に
関
す
る
研
究
」（『
観
光
研
究
』

二
三
号　

二
〇
一
一
年
刊
）
所
収

（
19
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

55

─

1
）
文
化
八
年
六
月
十
三
日
条

（
20
）�

湯
治
は
中
世
か
ら
七
日
を
一
回
り
と
し
、
三
回
り
す
る
の
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。（
出
典
：
国
立
国

会
図
書
館
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡　

第
二
三
回　

本
か
ら
広
が
る
温
泉
の
世
界
」）

（
21
）�

二
代
藩
主
光
友
も
大
野
の
北
に
あ
る
横
須
賀
に
御
殿
を
所
持
し
、
潮
湯
を
行
っ
た
。

（
22
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

54

─

1
）
文
化
十
三
年
五
月
二
十
二
日
条

（
23
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

53

─

1
）
文
化
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年
六
月
十
三
日
条

（
24
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尾
州
御
留
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日
記
』（
尾
2

─

51

─

1
）
文
化
八
年
二
月
十
七
日
条

（
25
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

55

─

2
）
文
化
十
年
三
月
二
十
六
日
条

（
26
）�（
25
）
に
同
じ

（
27
）�

名
古
屋
大
学
博
物
館
蔵
尾
張
藩
大
道
寺
家
資
料
三
六
〇
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新
修
名
古
屋
市
史
』
資
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編
近
世
2
所
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